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建
仁
寺
第
二
百
九
十
二
代
住
持
に
し
て
、
五
山
の
傑
僧
で
あ
っ
た
英
甫
永
雄
こ
と
雄
長
老
は
、
細
川
幽
斎
を
叔
父
に
、
曲
直
瀬
道
三
（
玄
朔
）

を
外
戚
に
持
つ
な
ど
、
華
麗
な
親
族
関
係
を
背
景
に
文
学
的
土
壌
の
中
に
成
長
し
た
。
そ
の
文
事
・
出
自
に
関
し
て
は
小
高
敏
郎
氏
に
よ
っ
て
研

注
2

注
3

究
の
緒
が
開
か
れ
、
以
後
伊
藤
東
慎
氏
、
蔭
木
英
雄
氏
に
よ
っ
て
、
そ
の
文
事
や
伝
記
的
部
分
が
少
な
か
ら
ず
解
明
さ
れ
つ
A
あ
る
。
た
だ
、
同

じ
く
学
僧
で
あ
っ
た
父
の
竜
泉
寺
殿
司
農
蒲
潤
稜
公
大
禅
門
の
俗
名
を
め
ぐ
っ
て
は
、
信
高
か
信
重
か
、
そ
の
依
拠
資
料
に
よ
っ
て
両
説
が
存
し

て
い
る
。
ま
た
近
年
、
蔭
木
英
雄
氏
、
浜
田
啓
介
両
氏
に
よ
っ
て
彼
の
著
述
漠
詩
集
『
倒
病
集
』
が
翻
刻
さ
れ
、
漢
詩
を
通
じ
た
彼
の
思
想
・
文

学
が
極
め
て
手
近
に
幡
読
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
だ
が
、
こ
の
他
に
彼
の
法
語
集
た
る
『
羽
弓
集
』
や
、
幣
し
い
量
の
和
漢
の
連
句
、
更
に
は
、

多
く
の
狂
歌
等
が
存
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
そ
の
具
体
的
な
解
読
作
業
は
ま
だ
全
体
に
は
及
ば
ず
、
こ
れ
ら
は
今
後
の
大
き
な
課
題
で
あ
る
。

さ
て
、
こ
こ
に
些
か
拙
文
を
記
す
の
は
、
彼
が
五
山
の
禅
僧
と
し
て
和
漠
の
学
に
秀
で
つ
A
、
一
方
、
艶
詩
を
は
じ
め
、
狂
歌
の
名
手
と
し
て

世
に
名
を
馳
せ
て
い
た
点
に
あ
る
。
こ
れ
ら
は
後
に
狂
歌
咄
と
し
て
結
実
し
て
ゆ
き
、
彼
自
身
が
そ
の
主
人
公
と
し
て
点
描
さ
れ
た
。
た
だ
、
そ

の
数
は
予
想
に
反
し
て
極
め
て
少
な
く
、
雄
長
老
狂
歌
咄
と
し
て
一
考
を
論
じ
る
こ
と
は
難
し
い
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
彼
の
狂
歌
咄
を
基
に
、

主
に
『
倒
病
集
』
と
の
関
連
に
着
目
し
つ
A
、
そ
の
周
辺
に
つ
い
て
小
考
を
試
み
た
い
。

は
じ
め
に

狂
歌
咄
の
人
物
ー
雄
長
老
雑
記
ー

花

田

富

二

夫
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狂
歌
咄
と
雄
長
老

い
『
醒
睡
笑
』

彼
が
狂
歌
咄
の
主
人
公
と
し
て
登
場
し
て
く
る
最
も
ま
と
ま
っ
た
も
の
は
、
安
楽
庵
策
伝
作
す
る
と
こ
ろ
の
『
醒
睡
笑
』
で
あ
る
。
本
書
に
は

多
数
の
彼
の
狂
歌
と
共
に
、
そ
れ
に
ま
つ
わ
る
笑
話
が
記
載
さ
れ
た
。
後
に
『
狂
歌
大
観
』
索
引
を
基
に
、
重
出
歌
を
整
理
し
直
し
た
狂
歌
一
覧

を
補
注
と
し
て
掲
げ
て
お
く
。

さ
て
、
『
醒
睡
笑
』
に
載
る
雄
長
老
狂
歌
咄
は
次
の
24
箇
所
で
あ
る
。
や
A
煩
雑
な
が
ら
そ
の
部
分
を
補
注
の
狂
歌
番
号
と
共
に
記
し
て
お
く
。

①
巻
一
「
謂
へ
ば
謂
は
る
る
物
の
由
来
」
3
1
|
ー
補
9
0

②
巻
一
「
落
書
」

331補
15

③
巻
一
「
同
右
」
4
0
|
ー
補
9

④
巻
一
「
祝
ひ
過
ぎ
る
も
異
な
も
の
」
3
ー
ー
補
18

⑮
巻
一
「
同
右
」

4
ー

補

14

⑥
巻
二
「
名
付
親
方
」

4

⑦
巻
二
「
同
右
」

19

⑧
巻
二
「
腔
」
1
|

—
補
9
3

⑨
巻
二
「
賢
だ
て
」

4
ー
ー
補
55

⑩
巻
四
「
そ
で
な
い
合
点
」
2
1
|
ー
補
26

⑪
巻
四
「
同
右
」

28
ー
|
補
13

⑫
巻
四
「
唯
あ
り
」
3
|
|
補

33
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⑬
巻
五
「
人
は
そ
だ
ち
」

1
8
1
補
8
6

⑭
巻
六
「
児
の
噂
」
7
’
~
補
1
1
3

⑮
巻
七
「
思
の
色
を
外
に
い
ふ
」
3
|

—
補
4
5

⑯
巻
七
「
謡
」
1
1
ー
ー
補
116

仰
巻
七
「
同
右
」
4
9
ー
ー
補
44

⑱
巻
八
「
頓
作
」
4
8
|—
補
5
2

⑲
巻
八
「
同
右
」

5
5
1補
8
2

⑳
巻
八
「
同
右
」
5
7
|—
補
7
7

仰
巻
八
「
か
す
り
」

1
7
I
補
1
0

四
巻
八
「
茶
の
湯
」

1
7
|ー
補
57

⑳
巻
八
「
同
右
」

1
8
|
l
補
4
3

⑳
巻
八
「
祝
ひ
す
ま
し
た
」
1
4—
ー
補
4
2

以
上
で
あ
る
が
、
表
示
の
如
く
、
⑥
・
⑦
の
咄
に
は
狂
歌
が
存
し
て
い
な
い
。
人
に
命
名
す
る
そ
の
お
か
し
み
を
狙
っ
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、

こ
れ
以
外
『
醒
睡
笑
』
巻
一
「
鈍
副
子
」
1
3
の
〈
風
で
な
い
わ
た
が
み
〉
の
項
に
は
、
狂
歌
が
付
さ
れ
、
そ
の
作
者
名
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、

そ
の
狂
歌
は
補
注
5
6
の
「
古
今
夷
曲
集
」

642
と
同
じ
で
あ
り
、
同
書
に
は
雄
長
老
作
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
作
者
付
に
従
う
と
『
醒
睡
笑
』
本

話
を
追
加
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
又
、
『
醒
睡
笑
』
巻
五
「
椛
心
」
4
と
、
同
5
の
話
は
雄
長
老
母
宮
川
尼
に
ま
つ
わ
る
話
で
あ
り
、
雄
長
老

関
連
説
話
と
な
っ
て
い
る
。
補
注
の
如
く
、
『
醒
睡
笑
』
の
み
に
記
す
狂
歌
は
十
首
で
あ
り
、
逆
に
『
詠
百
首
狂
歌
』
を
基
に
『
醒
睡
笑
』
に
採

注
5

ら
れ
た
の
は
十
一
首
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
鈴
木
棠
三
氏
の
指
摘
に
よ
る
と
前
表
⑱
は
『
新
旧
狂
歌
誹
諧
聞
書
』
で
は
「
よ
み
人
不
知
」
と
な
っ
て

お
り
、
同
様
に
⑲
は
『
遠
近
草
』
で
桂
外
記
、
『
後
撰
夷
曲
集
』
で
玄
旨
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
作
者
付
に
揺
れ
が
見
え
、
こ
の
種
笑
話
本
の
不

安
定
な
伝
承
の
様
相
を
見
て
と
る
こ
と
が
で
き
る
。
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そ
の
意
味
で
は
⑩
も
『
醒
睡
笑
』
で
は
雄
長
老
作
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、

山
こ
の
養
生
の
趣
善
賀
の
作
に
や
と
そ
お
ほ
え
侍
る

と
あ
り
（
陽
明
文
庫
本
も
同
じ
）
、
本
狂
歌
が
善
賀
な
る
人
物
の
作
で
あ
っ
た
可
能
性
が
生
じ
る
。
こ
の
歌
の
眼
目
は
富
士
山
に
灸
穴
で
あ
る

「
ふ
じ
」
を
か
け
て
、
足
を
ひ
く
さ
ま
の
「
ち
が
ち
が
」
を
「
近
々
」
に
利
か
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
善
賀
が
何
者
で
あ
る
か
今
の
所
不
明
で

注
6

あ
る
が
、
後
注
の
如
く
、
端
午
の
和
漢
連
句
に
英
甫
と
共
に
一
座
し
て
い
る
。

更
に
『
倒
病
集
』
追
悼
の
部
分
に
は

慶
雲
善
賀
禅
定
門
看
々
立
卒
堵
波
於
安
楽
寺

と
あ
り
、
禅
僧
慶
雲
善
賀
は
、
雄
長
老
存
命
中
に
逝
去
し
、
安
楽
寺
に
葬
ら
れ
た
こ
と
を
知
る
。
そ
の
追
悼
の
詩
は
左
の
通
り
。

慶
雲
五
色
忽
焉
生
慶
雲
ノ
五
色
忽
チ
生
ズ
。

此
是
真
公
案
現
成
此
レ
ハ
是
レ
真
ノ
公
案
、
現
成
。

且
喜
諸
人
欲
耳
聴
且
二
諸
人
、
耳
ヲ
欲
テ
聴
ク
ヲ
喜
バ
ソ
ト
ス
。

果
然
天
鼓
自
然
鳴
果
然
ト
シ
テ
天
鼓
自
然
二
鳴
ル
。

僧
名
鹿
雲
に
五
色
雲
（
五
雲
と
も
）
を
利
か
せ
、
絶
対
の
真
理
の
中
の
高
僧
の
姿
を
示
し
た
。
自
然
と
天
雷
・
寺
鐘
も
響
き
、
天
も
呼
応
す
る
か

の
如
く
で
あ
る
。
最
大
の
献
辞
を
贈
っ
て
や
ま
な
い
。
慶
雲
に
つ
い
て
も
今
の
所
探
索
し
得
な
い
が
、
安
楽
寺
は
鹿
ヶ
谷
の
安
楽
寺
で
あ
ろ
う
か
。

か
っ
て
は
浄
土
宗
西
山
禅
林
寺
派
（
『
日
本
名
刹
大
事
典
』
）
と
言
う
。
こ
れ
ら
の
こ
と
よ
り
、
雄
長
老
が
善
賀
と
親
し
か
っ
た
こ
と
は
確
実
で
あ

り
、
『
詠
百
首
狂
歌
』
の
記
載
も
注
意
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
と
す
る
と
、
他
作
編
入
の
可
能
性
も
生
じ
る
が
、
今
は
結
論
を
控
え
た
い
。

次
の
⑪
に
は
二
首
の
狂
歌
が
記
さ
れ
、
前
者
は
記
載
の
通
り
で
あ
る
が
、
後
者
に
は

美
濃
の
国
に
野
瀬
と
い
ふ
碁
打
い
ま
は
の
時

碁
な
り
せ
ば
劫
を
棄
て
て
も
活
く
べ
き
に
死
ね
る
道
に
は
手
―
つ
も
な
し

と
記
さ
れ
、
野
瀬
と
い
う
人
物
に
ま
つ
わ
る
話
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
狂
歌
は
『
古
今
夷
曲
集
』
巻
九
に
よ
る
と
「
臨
終
に
碁
打
な
り
せ
ば

『
詠
百
首
狂
歌
』
の
也
足
軒
の
評
語
た
る
詞
書
に
は
、

算
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砂
」
と
し
て
記
載
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
前
表
⑬
の
秀
吉
緊
楽
第
（
落
成
は
雄
長
老
建
仁
寺
住
持
と
な
っ
た
翌
年
の
天
正
十
五
年
）
に
於
け
る

能
見
物
時
の
狂
歌
相
手
本
因
坊
そ
の
人
で
あ
る
。
両
者
は
、
『
言
継
卿
記
』
等
に
記
せ
る
文
禄
四
年
三
月
二
十
六
日
の
謡
本
注
釈
作
業
に
も
座
敷

替
な
が
ら
同
座
し
て
お
り
、
文
人
と
し
て
共
通
し
て
い
た
。
と
す
る
と
、
当
狂
歌
に
は
算
砂
が
ふ
さ
わ
し
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

又
、
雄
長
老
と
の
交
友
を
示
す
も
の
と
し
て
凶
に
は
、
「
京
都
六
条
道
場
に
文
閑
と
い
ふ
連
歌
の
作
者
あ
り
き
」
と
し
て
、
文
閑
上
人
の
父
親

の
逸
話
を
載
せ
、
そ
の
父
親
名
を
も
じ
っ
た
狂
歌
を
作
し
て
い
る
。
『
羽
弓
集
』
の
中
に
も
、
「
文
閑
上
人
住
勧
喜
光
寺
」
と
注
し
て
お
り
、
文

注
8

閑
は
当
時
の
著
名
な
連
歌
師
で
あ
り
、
幽
斎
と
は
勿
論
、
雄
長
老
と
も
度
々
和
漠
連
句
会
で
同
座
し
て
い
る
。

以
上
の
狂
歌
は
、
こ
の
様
な
雄
長
老
と
諸
友
と
の
交
流
の
場
で
の
遊
び
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

で
は
、
『
醒
睡
笑
』
の
説
話
の
在
り
方
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。
一
、
二
例
を
用
い
て
み
る
。
ま
ず
前
表
①
は
次
の
様
な
話
で

あ
る
。理
を
は
非
に
な
し
、
非
を
理
に
な
し
、
顔
を
あ
か
め
、
興
を
さ
ま
し
、
む
さ
と
物
ご
と
に
よ
こ
さ
ま
に
わ
め
く
者
を
、
な
べ
て
世
の
人
、
あ
れ

は
い
か
い
ど
ろ
ふ
み
よ
と
い
ふ
事
、
は
だ
し
ぢ
や
と
の
縁
語
な
り
。
雄
長
老
春
雨
の
風
に
し
た
が
ふ
か
い
だ
う
は
し
る
く
な
れ
ど
も
早
か
わ

き
け
り

右
は
海
棠
の
花
に
街
道
を
利
か
せ
、
し
る
い
（
道
の
ぬ
か
っ
て
い
る
こ
と
）
よ
り
ど
ろ
ふ
み
（
横
車
を
押
す
こ
と
）
に
転
じ
た
も
の
で
、
内
容
と

狂
歌
と
は
そ
れ
な
り
の
一
貫
性
を
保
っ
て
い
る
。
ま
た
、
陽
明
文
庫
本
『
詠
百
首
狂
歌
』
で
は
「
か
い
道
」
と
記
さ
れ
、
街
道
の
意
が
更
に
明
確

化
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
狂
歌
に
対
す
る
也
足
軒
評
語
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

春
雨
路
次
の
は
や
く
か
は
き
た
る
心
可
然
詞
の
つ
A
き
御
悩
楊
貴
妃
の
う
た
い
を
よ
く
お
ほ
え
ら
れ
た
る
也

こ
の
楊
貴
妃
の
う
た
い
と
は
、
直
接
的
に
は
謡
曲
「
皇
帝
」
の

げ
に
や
春
雨
の
風
に
随
ふ
海
棠
の
眠
れ
る
花
の
如
く
な
り

の
文
句
取
り
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
也
足
軒
評
語
は
こ
の
点
を
指
摘
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
も
と
美
女
の
形
容
で
あ
っ
た
海
棠
を
路
次
に
転
化
せ

し
め
た
の
が
雄
長
老
と
す
る
と
、
そ
れ
を
一
ひ
ね
り
し
、
理
非
を
弁
え
ぬ
人
の
様
と
し
て
俗
語
を
交
じ
え
て
転
じ
た
妙
が
策
伝
の
工
夫
で
あ
っ
た
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一
例

『
倒
病
集
』
書
き

と
言
え
よ
う
。
こ
の
海
棠
は
、
『
倒
病
集
』
の
中
で
も
705
、
747
首
を
は
じ
め
そ
の
他
度
々
好
ん
で
詠
じ
ら
れ
て
い
る
。

出
し
部
分
第
10
首
目
（
天
正
二
年
ご
ろ
か
）
「
十
月
海
棠
」
に
は
、

十
月
如
春
日
已
温
十
月
春
ノ
如
キ
日
、
已
二
湿
カ
ナ
リ
。

海
棠
紅
綻
映
梅
村
海
棠
ノ
紅
綻
ビ
梅
二
映
ズ
ル
村
。

斯
花
莫
向
炎
洲
植
斯
ノ
花
炎
洲
二
向
カ
ヒ
植
エ
ル
コ
ト
莫
カ
レ
。

只
恐
雨
声
悩
睡
魂
只
雨
声
ノ
睡
魂
ヲ
悩
マ
ス
ヲ
恐
ル

A
ノ
ミ
。

と
あ
り
、
小
春
日
の
梅
村
に
映
え
る
海
棠
の
花
が
、
雨
声
に
睡
魂
が
妨
げ
ら
れ
な
い
よ
う
に
と
詠
じ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
『
東
披
詩
集
』
巻
二

+
「
雨
晴
後
歩
至
四
望
亭
下
魚
池
上
ー
」
の
詩
、

雨
過
ギ
浮
蔀
合
ス
蛙
声
満
〗
四
隣
ー
一
一
海
棠
員
二
夢
梅
子
欲
冨
嘗
〗
卜
新
ヲ
桂
〗
巴
開
挑
菜
殿
糖
不
レ
見
レ
人
ヲ
殷
勤
木
芍
薬
独
自
ラ
殿

余
春

等
の
梅
村
雨
中
の
海
棠
の
花
を
詠
ず
る
境
地
と
通
ず
る
も
の
で
あ
る
。
梅
子
は
、
禅
家
で
来
客
用
の
も
て
な
し
に
用
い
る
も
の
。
こ
の
様
に
海
棠

は
彼
の
壮
年
時
よ
り
愛
着
を
持
っ
た
も
の
で
あ
り
、
当
狂
歌
の
成
立
す
る
機
縁
と
し
て
充
分
予
想
で
き
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
前
述
の
如
く
謡
本

注
釈
作
業
に
加
わ
っ
た
者
と
し
て
、
そ
の
謡
曲
詞
辞
を
利
用
す
る
こ
と
な
ど
も
、
彼
の
―
つ
の
方
法
と
し
て
注
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

次
に
前
表
⑬
は
次
の
様
な
話
で
あ
る
。

堂
前
に
古
り
た
る
松
一
木
あ
り
。
老
僧
、
少
人
に
た
は
ぶ
れ
、
あ
の
松
は
男
松
で
あ
ら
う
か
。
妻
松
で
あ
ら
う
か
知
れ
ぬ
よ
。
歌
よ
み
の
子
息

出
で
、
妻
松
に
て
あ
ら
ん
。
月
の
さ
は
り
に
な
る
程
に
。
土
民
の
子
、
い
や
男
松
に
す
う
だ
。
あ
れ
ほ
ど
松
ふ
ぐ
り
の
あ
る
も
の
を

天
の
は
し
だ
て
に
て
雄
長
老

橋
立
の
松
の
ふ
ぐ
り
も
入
海
の
波
も
て
ぬ
ら
す
文
殊
し
り
か
な

注
9

ゃ
A
卑
俗
に
属
す
こ
の
歌
は
、
付
話
と
共
に
一
読
す
れ
ば
雄
長
老
説
話
の
如
く
で
あ
る
。
だ
が
、
鈴
木
棠
三
氏
の
指
摘
の
如
く
、
『
狂
歌
咄
』
巻

注

10

三
で
は
比
叡
山
、
北
谷
の
覚
成
坊
あ
ざ
り
を
主
人
公
と
す
る
話
と
な
っ
て
お
り
、
狂
歌
自
体
も
相
違
し
て
い
る
。
更
に
『
遠
近
草
』
二
九
に
も
狂
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『
詠
百
首
狂
歌
』

歌
は
存
し
な
い
も
の
の
、
同
じ
く
覚
成
坊
の
話
と
し
て
登
載
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
、
こ
の
歌
が
雄
長
老
の
作
で
あ
る
こ
と
は
、

評
語
に
、

松
所
に
を
き
て
の
名
所
一
首
し
た
て
珍
重
／
＼
．
橋
た
て
の
ま
つ
の
ふ
く
り
も
入
海
の
浪
も
て
ぬ
ら
す
文
殊
尻
哉

と
あ
る
点
や
、
又
、
『
古
今
若
衆
序
』
（
幽
斎
作
の
伝
も
存
す
が
）
に

世
に
つ
た
は
る
事
は
、
久
か
た
の
あ
ま
の
は
し
た
て
に
は
文
珠
尻
よ
り
は
し
ま
り

と
あ
る
こ
と
な
ど
よ
り
動
か
な
い
所
で
あ
ろ
う
。
こ
の
狂
歌
の
眼
点
は
、
天
橋
立
南
方
の
九
世
戸
、
智
恩
寺
の
文
殊
師
利
に
尻
を
か
け
、
松
ふ
く

り
と
共
に
卑
猥
な
哄
笑
を
誘
っ
た
点
に
あ
る
。

さ
て
『
倒
病
集
』
に
は
、
九
世
戸
智
恩
寺
で
の
詩
詠
が
存
し
て
い
る
。
第
148
首
目
に
「
於
九
世
戸
智
恩
寺
」
．
と
し
て
、

海
上
村
遥
山
亦
幽
海
上
、
村
遥
カ
ニ
シ
テ
山
モ
亦
幽
ナ
リ
。

長
沙
松
古
響
罠
題
長
沙
、
松
古
リ
、
響
キ
殿
闘
タ
リ
。

浪
花
却
勝
境
瑶
影
浪
花
却
リ
テ
複
瑞
ノ
影
二
勝
ル
。

丹
鳳
橋
辺
暫
駐
舟
丹
鳳
ノ
橋
辺
暫
シ
舟
ヲ
駐
ム
。

海
辺
に
た
ゆ
た
う
村
、
山
も
ま
た
幽
か
な
り
。
浜
辺
の
松
は
風
に
枝
を
鳴
ら
し
（
腿
題
…
風
の
吹
き
渡
る
音
）
、
波
が
侃
玉
（
境
瑞
…
美
し
い
侃

玉
）
の
影
を
う
ば
う
。
丹
塗
り
の
橋
辺
に
た
た
ず
み
、
し
ば
し
、
舟
を
と
ど
む
。
こ
れ
は
、
『
三
体
詩
』
巻
三
劉
方
平
の
「
秋
夜
乏
丹
」
の
「
林

．．
 

．
．
．
 

塘
夜
乏
舟
縁
響
荻
罠
題
萬
影
皆
因
月
う
こ
や
『
陸
放
翁
詩
紗
』
七
言
詩
「
岳
陽
楼
」
第
9
句
目
の
「
浪
花
遮
尽
君
山
青
」
等
の
詩
語
に
根

差
す
も
の
で
あ
り
、
狂
歌
の
世
界
と
は
大
き
く
か
け
離
れ
て
い
る
。
ま
た
、
天
の
橋
立
で
の
詠
は
151
首
目
に
も
存
し
て
い
る
。
「
服
月
十
三
賀
藤

孝
徒
宮
津
浜
新
城
」
と
し
て
、

天
橋
近
処
策
城
低
天
橋
近
キ
処
、
城
低
ヲ
築
ク
。

仙
様
高
楼
知
幾
重
仙
様
ノ
高
楼
、
幾
重
ナ
ル
ヲ
知
ラ
ソ
゜

恰
似
葛
洪
勾
漏
昔
恰
カ
モ
葛
洪
勾
涌
ノ
昔
二
似
タ
リ
。
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庭
前
競
種
百
花
叢

未
吹
煽
火
梱
根
石

遥
対
青
山
杉
外
風

入
室
梅
香
無
意
柏

深
根
固
荷
護
丹
松
深
根
護
丹
ノ
松
ヲ
固
梢
ス
。

注
"
-

と
あ
り
、
古
代
の
神
仙
葛
洪
の
勾
漏
の
昔
に
託
し
て
丹
陽
の
松
を
詠
ず
る
が
、
当
詩
に
関
し
て
は
蔭
木
氏
論
考
に
詳
論
が
備
わ
る
。
概
し
て
松
は
、

白
居
易
七
言
律
詩
「
尋
郭
道
土
不
遇
」
（
『
三
体
詩
』
所
収
）
の
第
三
四
、
五
六
句
目
に
も
「
看
院
只
留
雙
白
鶴
入
問
唯
見
一
青
松
薬
櫨
有

火
丹
応
伏
雲
碓
無
人
水
自
春
」
と
あ
る
よ
う
に
、
丹
を
錬
る
仙
家
の
跡
に
見
え
る
景
物
の
―
つ
で
も
あ
り
、
「
松
ふ
ぐ
り
」
の
仙
と
俗
と
の
取

注
1
2

り
合
わ
せ
が
奇
妙
に
生
々
し
い
。
細
川
藤
孝
が
信
長
に
よ
り
丹
後
領
を
与
え
ら
れ
た
の
は
天
正
八
年
八
月
ご
ろ
と
も
言
わ
れ
、
そ
の
際
雄
長
老
も

そ
の
賀
宴
に
連
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
，
因
み
に
也
足
軒
中
院
通
勝
も
当
年
六
月
に
勅
勘
を
蒙
り
、
藤
孝
の
許
に
逐
電
し
て
い
た
と
の
説
も
あ
る
。

『
羽
弓
集
』
に
は
、
天
正
十
二
年
六
月
二
日
、
幽
斎
が
田
辺
で
営
ん
だ
信
長
三
回
忌
の
法
要
の
件
が
記
さ
れ
、
そ
こ
に
は
、

此
邦
昔
葛
洪
丹
井
上
有
数
尺
松
名
之
曰
護
丹
松
吾
丹
陽
亦
有
天
橋
数
尺
松
呼
作
護
丹
松
亦
何
妨
其
子
薬
也
、
其
孫
枝
也
繁
茂
干
千
歳
以

深
根
固
菊
者
削
目
族
之
至
祝
至
薦

と
あ
り
、

151
首
の
成
立
事
情
を
更
に
伺
わ
せ
る
。
護
丹
の
丹
は
丹
陽
の
丹
で
も
あ
っ
た
。

以
上
、
天
橋
立
と
松
の
狂
歌
は
雄
長
老
の
実
情
と
極
め
て
密
接
な
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
を
知
れ
る
の
で
あ
り
、
当
時
の
人
々
に
と
っ
て
は
容
易

に
納
得
で
き
る
も
の
で
あ
っ
た
。
策
伝
は
こ
の
様
な
背
景
を
恐
ら
く
知
悉
し
な
が
ら
、
男
松
・
女
松
の
笑
話
を
添
付
し
、
恰
か
も
雄
長
老
笑
話
の

如
く
仕
組
ん
だ
と
思
わ
れ
る
。

後
に
、
斎
藤
徳
元
が
『
塵
塚
俳
諧
集
』
に
お
い
て

神
無
月
ば
か
り
に
丹
後
国
橋
立
一
見
の
た
め
、
友
だ
ち
に
誘
引
せ
ら
れ
ま
か
り
て

は
し
立
や
波
さ
え
ぬ
ら
す
文
珠
し
り

と
詠
じ
た
の
も
‘
―
つ
に
は
、
当
狂
歌
を
本
歌
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。
名
所
象
徴
の
一
詠
で
も
あ
っ
た
。

注
13

さ
て
、
策
伝
と
雄
長
老
と
の
具
体
的
関
連
を
示
す
も
の
と
し
て
従
来
、
『
倒
病
集
』

563
首
の
次
詠
が
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
「
同
日
戯
賦
庭
上
景
」

と
し
て
、

安
楽
主
人
隣
壁
東

薩
菩
芍
薬
夜
叉
椋

籠
辺
秋
菊
遠
而
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口
春
晩
先
看
臨
躙
紅
（
安
楽
主
人
壁
東
二
隣
ス
、
庭
前
種
ヲ
競
フ
百
花
ノ
叢
、
未
ダ
婚
火
ヲ
吹
ザ
ル
梱
根
ノ
石
、
遥
力
青
山
二
対
ス
杉
外
ノ

風
、
梅
香
室
二
入
ル
無
意
ノ
柏
、
薩
菩
ノ
芍
薬
夜
叉
ノ
椋
、
籠
辺
ノ
秋
菊
遠
ク
シ
テ
ロ
、
春
晩
先
ズ
郡
燭
ノ
紅
ヲ
看
ル
）

こ
の
安
楽
主
人
は
、
ど
う
や
ら
隣
壁
東
側
に
住
し
、
庭
前
に
は
百
花
咲
き
乱
れ
、
石
梱
の
花
は
紅
。
六
句
目
「
薩
菩
芍
薬
夜
叉
椋
」
は
「
芍
薬
ー

花
開
，
‘
菩
薩
，
面
悛
棚
ノ
（
し
ゅ
ろ
）
葉
散
ー
／
夜
叉
，
頭
」
と
同
意
で
、
芍
薬
の
花
は
菩
薩
の
顔
の
よ
う
に
た
お
や
か
、
し
ゅ
ろ
の
葉
は
夜
叉
の
頭

の
よ
う
に
ば
さ
ば
さ
、
し
か
し
そ
れ
ぞ
れ
に
真
実
を
露
呈
す
る
（
『
禅
語
辞
典
』
）
と
い
う
意
で
あ
り
、
花
あ
く
ま
で
の
美
し
さ
を
詠
っ
た
か
。
晩

春
、
郷
躙
の
紅
色
が
鮮
か
で
あ
る
。
さ
て
、
こ
の
安
楽
主
人
を
安
楽
庵
主
人
策
伝
と
見
な
し
て
よ
い
か
。
当
詠
は
、
前
詩
562
首
が
「
屈
指
吾
今
半

注
1
4

百
年
」
と
あ
る
点
よ
り
し
て
、
雄
長
老
50
オ
時
、
即
ち
慶
長
元
年
ご
ろ
と
考
え
ら
れ
る
が
、
関
山
和
夫
氏
の
研
究
に
つ
く
と
、
策
伝
和
尚
は
、
中

国
地
方
で
諸
寺
院
を
建
立
し
た
後
、
文
禄
三
年
に
堺
正
法
寺
第
十
三
世
と
し
て
入
山
し
、
三
年
後
の
慶
長
元
年
に
は
美
濃
国
浄
音
寺
第
二
十
五
世

と
し
て
転
住
し
た
と
さ
れ
る
。
そ
の
後
慶
長
十
八
年
に
京
都
誓
願
寺
第
五
十
五
世
と
し
て
入
住
し
、
元
和
五
年
に
は
紫
衣
勅
許
と
い
う
僧
侶
の
最

高
位
を
極
め
た
。
こ
の
誓
願
寺
塔
頭
竹
林
院
に
隠
居
し
、
安
楽
庵
い
う
と
こ
ろ
の
茶
室
に
雅
交
三
昧
の
日
々
を
送
り
始
め
た
の
は
、
元
和
九
年
七

注
15

十
歳
の
時
（
『
醒
睡
笑
』
序
文
）
以
後
で
あ
る
。
確
か
に
『
策
伝
和
尚
送
答
控
』
の
中
に
、
法
眼
正
意
が
、
「
答
安
楽
翁
和
歌
之
約
」
と
し
て

安
楽
主
人
安
楽
国
唱
歌
山
水
得
仁
壽
吟
中
更
挽
着
陽
春
十
月
梅
花
調
旅
袖

と
「
安
楽
主
人
」
と
呼
び
か
け
て
い
る
が
、
こ
れ
は
晩
年
に
属
す
る
。
だ
が
一
方
『
百
椿
集
』
に
は
、
堺
正
法
寺
に
住
せ
し
よ
り
慶
長
十
九
年
ま

で
心
を
花
に
染
め
、
近
国
よ
り
様
々
な
草
木
を
集
め
て
い
た
事
を
記
し
て
お
り
、
種
々
の
花
舟
は
策
伝
の
愛
好
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
う
と
る
と
、

当
詠
は
ま
こ
と
に
策
伝
に
ふ
さ
わ
し
い
。
だ
が
、
文
禄
三
年
十
二
月
に
は
、
雄
長
老
は
南
禅
寺
の
公
帖
を
受
け
紫
衣
を
拝
領
し
（
『
鹿
苑
日
録
』
）
、

又
、
『
倒
病
集
』
5
5
7
首
に
は
「
於
両
足
」
と
両
足
院
在
院
を
記
し
て
い
る
点
よ
り
在
京
と
思
わ
れ
、
と
す
る
と
策
伝
が
、
堺
、
あ
る
い
は
美
濃
ヘ

赴
く
に
せ
よ
、
一
時
的
に
出
京
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
す
る
と
、
こ
の
よ
う
な
百
花
練
乱
の
花
庭
を
築
き
得
る
だ
ろ
う
か
。
安
楽
主
人
と

い
う
（
一
般
的
意
味
で
も
良
い
が
）
人
物
を
特
定
で
き
ぬ
今
、
通
説
に
従
う
べ
き
と
は
思
う
が
、
些
か
の
疑
念
を
呈
し
て
お
く
。
た
だ
、
当
詠
が

堺
な
ど
で
の
詠
で
あ
っ
た
場
合
（
天
正
十
九
年
に
は
堺
光
明
寺
で
通
勝
と
の
両
吟
和
漢
千
句
を
始
め
て
い
る
）
そ
の
可
能
性
は
高
ま
る
で
あ
ろ
う
。

因
み
に
、
隣
壁
と
は
特
殊
の
意
味
が
な
い
場
合
と
な
り
の
意
で
あ
り
、
建
仁
寺
東
隣
は
高
台
寺
、
南
禅
寺
北
東
は
禅
林
寺
（
策
伝
が
若
き
こ
ろ
当
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山
甫
叔
上
人
に
師
事
し
た
）
で
あ
る
が
、
こ
れ
以
上
の
贅
言
は
控
え
よ
う
。
又
、
当
詠
三
句
目
「
燭
火
」
は
『
荘
子
』
逍
遥
遊
一
等
に
も
見
え
、

前
詠
562
首
の
「
素
王
」
も
『
荘
子
』
．天
道
篇
中
の
人
名
で
も
あ
り
、
両
詠
に
『
荘
子
』
を
中
心
に
し
た
関
連
性
が
な
い
訳
で
は
な
く
、
『
倒
病
集
』

構
成
が
他
の
部
分
に
徴
し
比
較
的
忠
実
な
年
代
順
に
従
っ
て
い
る
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。

回
『
醒
睡
笑
』
以
外

冒
頭
述
べ
た
如
く
、
雄
長
老
関
係
狂
歌
咄
は
現
在
ま
で
の
処
、
極
め
て
少
く
、
本
節
で
は
二
例
を
録
す
に
止
ま
る
。

ま
ず
『
寒
川
入
道
筆
記
』
（
慶
長
十
八
年
成
立
）
に
は
次
の
様
な
説
話
が
存
す
る
。

一
と
せ
信
濃
国
善
光
寺
如
来
御
在
京
と
て
御
の
ほ
り
の
と
き
、
則
、
本
田
善
光
御
供
也
。
是
を
粟
田
口
に
て
雄
長
老
御
見
物
な
さ
れ
、
と
り
あ

ヘ
す
つ
み
を
き
る
弥
陀
の
つ
る
き
や
是
な
ら
ん
粟
田
口
よ
り
出
る
よ
し
み
つ

右
は
、
本
田
よ
し
み
つ
に
、
名
エ
粟
田
口
よ
し
み
つ
を
利
か
せ
、
刀
剣
の
み
な
ら
ず
仏
法
の
弥
陀
の
剣
に
取
り
な
し
た
点
に
あ
る
。
こ
の
善
光
寺

如
来
の
件
は
事
実
に
基
づ
い
て
居
り
、
『
史
料
綜
覧
』
に
よ
る
と
、
慶
長
二
年
七
月
十
八
日
に
、
秀
吉
が
善
光
寺
如
来
を
甲
斐
よ
り
移
し
、
山
城

方
広
寺
大
仏
殿
に
安
置
し
た
件
を
指
す
。
そ
の
具
体
的
様
相
を
『
舜
旧
記
』
に
拾
う
と
、

慶
長
二
年
七
月
十
八
日
天
晴
信
濃
国
普
光
寺
如
来
入
洛
、
近
年
乱
国
故
、
甲
斐
国
ヨ
リ
御
上
洛
、
大
仏
殿
之
本
尊
安
置
也
、
路
次
行
粧
歴
々

也
、
御
迎
衆
、
天
台
宗
百
五
十
人
、
真
言
宗
百
五
十
人
、
都
合
三
百
人
、
僧
乗
馬
法
服
袈
裟
ニ
テ
具
奉
也
、
門
跡
称
高
院
殿
、
三
宝
院
殿
、
大

学
寺
殿
、
梶
井
殿
、
竹
内
門
跡
後
陣
、
聖
護
院
殿
前
駈
、
木
食
上
人
、
楽
人
衆
騎
馬
也
、
如
来
御
厨
子
如
鳳
螢
也
、
旗
二
行
二
八
本
都
合
十
六

本
、
与
浅
野
弾
正
少
弼
後
陣
之
騎
馬
也

と
、
あ
る
よ
う
に
、
秀
吉
の
国
乱
へ
の
危
機
感
の
表
れ
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
僧
侶
衆
も
多
数
駆
り
出
さ
れ
た
。
特
に
秀
吉
が
朝
鮮
出
兵
同
行
ま
で

求
め
た
五
山
僧
も
一
通
り
で
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。
雄
長
老
自
身
も
。
『
鹿
苑
日
録
』
に
よ
る
と
直
接
的
で
は
な
か
っ
た
も
の
の
、
天
正
十
九
年

に
は
朝
鮮
出
兵
の
併
行
に
推
挙
さ
れ
る
ほ
ど
重
き
を
な
し
て
い
た
。
こ
の
善
光
寺
如
来
の
件
は
、
度
長
三
年
八
月
十
七
日
、
雨
小
降
の
中
で
、

「
善
光
寺
如
来
帰
国
、
太
閤
依
霊
夢
告
俄
信
州
え
帰
国
也
、
路
次
之
義
俄
勘
略
う
う
」
（
『
舜
旧
記
』
）
と
、
秀
吉
の
夢
告
に
よ
り
帰
郷
さ
せ
ら
れ

て
い
る
。
そ
し
て
、
翌
十
八
日
、
秀
吉
は
死
去
し
た
。
血
な
ま
ぐ
さ
い
世
上
の
動
乱
に
あ
っ
て
、
罪
を
切
る
名
刀
よ
し
み
つ
に
託
し
た
も
の
は
何
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で
あ
っ
た
ろ
う
か
。

『
百
物
語
』
（
万
治
二
年
刊
）
上
の
第
十
八
話
は
次
の
様
な
話
で
あ
る
（
ル
ビ
は
省
略
）
。

幽
斎
と
友
長
老
と
の
つ
け
あ
ひ
の
句
お
も
し
ろ
し
と
て
、
人
の
語
り
し
は
、
か
り
そ
め
に
見
る
を
う
ら
や
む
草
の
庵
と
い
ふ
句
に
、
い
つ
は
り

と
な
る
人
の
言
の
莱
と
い
ひ
給
ふ
句
は
、
相
逢
フ
テ
尽
ク
道
フ
休
ご
官
ヲ
去
ラ
ソ
ト
、
林
下
何
ゾ
曽
テ
見
〗
一
人
→
と
つ
く
り
し
詩
の
心
に
て
つ
け
ら
れ
し

妙
句
と
か
や

幽
斎
と
の
付
合
の
妙
を
眼
点
と
し
た
右
の
話
は
、
文
中
詩
文
よ
り
『
三
体
詩
』
七
言
絶
句
、
僧
霊
徹
の
「
答
〗
茸
丹
＿
―
-
」
の
左
記
詩
文
を
下
敷
に

し
て
い
る
。

年
翌
心
閑
ニ
シ
テ
無
〗
外
事
一
麻
衣
草
坐
亦
夕
容
〗
身
ヲ
・

相
逢
喜
ク
遣
休
〗
官
ヲ
去
フ
ソ
ト
林
下
何
曽
見
〗
―
人
＿
（
『
三
体
詩
素
隠
抄
』
「
抄
物
大
系
」
所
収
影
印
文
に
よ
る
）

既
に
年
老
い
、
世
事
を
離
れ
静
か
に
暮
ら
し
て
い
た
霊
徹
の
許
へ
、
茸
丹
が
、
自
分
も
官
を
辞
し
共
に
過
ご
そ
う
と
言
っ
て
よ
こ
し
た
が
、
そ
れ

は
口
ば
か
り
で
、
今
ま
で
一
人
と
し
て
林
下
に
ひ
っ
込
ん
だ
者
は
居
な
い
と
い
う
気
持
ち
を
詠
っ
た
も
の
で
あ
る
。
退
隠
を
志
し
な
が
ら
も
心
は

俗
事
を
離
れ
ず
、
偽
り
を
言
う
人
心
を
詠
っ
た
も
の
で
、
『
三
体
詩
』
を
愛
好
し
た
雄
長
老
の
特
質
が
よ
く
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
当
詩

の
利
用
は
、
『
倒
病
集
』

382
首
に
も
「
林
鳥
i

一
日
」
と
し
て
、

飛
鳥
倦
飛
西
日
頗
飛
鳥
飛
プ
ヲ
倦
ミ
、
西
日
頗
ク
。

樹
陰
争
宿
暫
徘
徊
樹
陰
宿
ヲ
争
ヒ
、
暫
シ
徘
徊
ス
。

向
林
下
欲
休
官
去
林
下
二
向
カ
ヒ
官
ヲ
休
メ
去
ラ
ソ
ト
欲
ス
。

喧
耳
鵜
群
伝
吉
来
耳
二
喧
シ
腑
ノ
群
、
吉
ノ
来
ル
ヲ
伝
フ
。

と
用
い
ら
れ
、
飛
ぶ
の
に
倦
み
、
宿
を
争
っ
て
徘
徊
す
る
鵜
の
姿
に
退
隠
の
様
を
重
ね
合
わ
せ
、
そ
れ
は
又
、
鵜
喜
と
言
わ
れ
る
如
く
吉
事
の
前

兆
で
あ
る
と
す
る
。
僧
侶
に
相
応
わ
し
い
離
俗
の
雰
囲
気
に
包
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
点
も
当
狂
歌
咄
が
雄
長
老
関
係
話
と
し
て
成
立
し
た
、
そ
の

背
景
を
更
に
強
め
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
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諸
記
録
と
文
事

雄
長
老
の
動
静
は
、
『
鹿
苑
日
録
』
や
『
有
節
瑞
保
日
記
』
等
に
よ
り
幾
分
か
知
ら
れ
る
が
、
前
者
の
記
述
に
よ
る
重
要
な
件
は
前
述
の
よ
う

に
天
正
十
九
年
八
月
六
日
鹿
苑
に
代
わ
り
、
朝
鮮
出
兵
の
供
奉
に
推
挙
せ
ら
れ
た
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
文
禄
三
年
十
二
月
廿
四
日
に
は
南
禅
寺
公

帖
を
受
諾
し
た
点
な
ど
で
あ
る
。
そ
し
て
天
正
十
九
年
か
ら
は
毎
年
禁
中
の
和
漠
会
に
列
し
、
特
に
文
禄
三
年
十
二
月
四
日
、
五
年
七
月
二
十
八

日
に
は
入
約
し
て
い
る
。
前
者
「
洞
寒
老
鶴
鳴
突
」
、
後
者
「
垂
絲
塘
柳
風
」
。
そ
の
中
よ
り
、
特
に
文
禄
三
年
十
一
月
廿
七
日
の
件
を
抜
き
出
す

と
、
次
の
様
で
あ
る

齋
了
待
禁
閑
和
漢
発
句
日
野
殿
也
。
庭
ニ
ケ
サ
見
ヌ
山
風
ノ
落
葉
哉
。
入
約
御
製
。
出
雲
寒
月
移
。
及
深
更
退
出
也
。
漢
衆
雄
長
老
、
予
也
。

雄
長
老
云
於
東
山
乗
彿
勤
之
。
玄
策
字
出
世
之
望
云
々
。
諾
突
。

『
倒
病
集
』
文
禄
三
年
の
頃
の
詠
詩
は
510
首
（
「
明
皇
四
十
八
新
正
」
と
あ
る
）
以
降
と
思
わ
れ
、

552
首
に
は
特
に
「
於
鹿
苑
大
会
」
と
し
て

「
夜
寒
無
夢
」
の
次
詩
が
記
さ
れ
て
い
る
。

風
簸
破
窓
飛
雪
天
風
簸
窓
ヲ
破
リ
、
雪
天
二
飛
プ
。

終
宵
無
夢
聴
更
遷
終
宵
夢
無
ク
更
二
遷
ル
ヲ
聴
ク
。

周
公
不
到
素
王
枕
周
公
素
王
ノ
枕
二
到
ラ
ズ
。

況
是
単
袋
閲
子
寮
況
ソ
ヤ
是
レ
単
袋
ノ
閲
子
寮
ニ
ヲ
ヤ
。

周
公
は
『
論
語
』
述
而
篇
「
子
曰
ク
、
甚
突
吾
哀
ヘ
タ
ル
也
。
久
シ
キ
カ
突
吾
不
三
復
ク
夢
二
見
二
周
公
一
」
の
孔
子
が
周
公
を
夢
見
る
故
事
で
、
夢
そ
の

も
の
を
指
す
と
も
考
え
ら
れ
る
。
素
王
は
前
述
『
荘
子
』
中
の
、
王
位
を
持
た
な
く
と
も
王
者
の
徳
を
備
え
て
い
る
人
物
、
閲
子
寮
は
『
蒙
求
』

他
に
所
出
の
「
関
損
衣
単
」
の
孝
子
関
損
で
寒
夜
に
苦
し
ん
だ
。
こ
の
様
に
当
詩
は
中
国
故
事
の
世
界
を
借
り
て
夢
を
結
ぶ
こ
と
の
な
い
寒
夜
の

思
い
を
詠
っ
て
い
る
の
で
あ
り
、
前
記
『
鹿
苑
日
録
』
項
の
冬
日
の
彼
の
所
懐
を
偲
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。
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『
三
説
院
記
』
に
は
、
天
正
十
九
年
四
月
二
十
日
の
連
歌
千
句
を
記
す
。

『
慶
長
日
件
録
』
に
は
、
慶
長
五
年
正
月
四
日
の
項
に
、
「
次
建
仁
十
如
和
尚
来
訪
孔
方
両
ケ
給
之
」
と
あ
る
。

『
時
慶
卿
記
』
（
内
閣
文
庫
蔵
・
明
治
補
写
本
）
天
正
十
九
年
四
月
十
六
日
に
は
「
天
晴
、
行
水
衣
冠
ニ
テ
禁
中
和
漢
御
執
筆
に
参
初
日
ヒ
召

如
儀
候
」
と
し
て
、

聖
護
院
准
后
・
妙
法
院
宮
左
大
臣
・
日
野
大
納
言
・
日
野
新
納
言
•
水
無
瀬
中
納
言
・
廣
橋
中
納
言
・
右
衛
門
督
・
季
満
朝
臣
・
積
善
院
僧
正
・

玄
圃
・
西
咲
・
有
和
・
有
節
・
英
甫
・
時
慶
以
上
十
八
人
此
衆
ニ
テ
千
句
可
ヒ
成
御
興
行
旨
内
之
御
試
之
午
刻
二
果
之
初
ハ
已
上
刻
之
御
会
後

於
番
所
食
ヲ
各
々
ヒ
下
候
其
後
又
御
前
へ
召
候
和
尚
衆
へ
書
籍
共
ヒ
撰
目
録
ヒ
仰
付
候
其
後
入
御
申
又
盃
出
台
物
ニ
テ
御
酒
ア
リ
僧
衆

誹
諧
在
之
其
後
退
出

i

と
あ
り
、
興
行
の
具
体
的
様
相
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
又
、
文
禄
二
年
四
月
十
九
日
に
は
「
雄
長
老
へ
切
紙
遣
一
昨
書
ヲ
借
用
、
ソ
則
写
シ
テ
返
」

と
あ
る
。

十
如
院
雄
長
老
来
也

荘
子
講
尺
ア
リ

さ
て
、
雄
長
老
の
文
事
と
し
て
は
、
『
三
体
詩
』
を
愛
読
し
た
こ
と
は
、

『
荘
子
』
講
釈
の
件
が
度
々
記
さ
れ
る
。
以
下
、
抜
き
書
き
し
て
み
る
と
、

文
禄
五
年

0
二
月
九
日
天
晴
建
仁
寺
於
十
如
院
雄
長
老
荘
子
講
尺
始
予
令
聴
聞
者
也

0
六
月
六
日
於
建
仁
寺
荘
子
講
尺
二
罷
也

0
六
月
十
四
日
幽
斎
女
房
衆
ヨ
リ
帷
サ
ラ
シ
―
つ
音
信
也

〇
廿
一
日
雨
降
荘
子
講
尺
ア
リ

〇
廿
六
日
天
晴
荘
子
講
尺
休
聞
也

〇
閏
七
月
朔
日
天
睛
荘
子
講
尺
建
仁
寺
罷
也

0
六
日
荘
子
講
尺
ア
リ

0
九
月
四
日
天
睛
建
仁
寺
之
内

栗
鑽
篭
持
参
也

祇
園
会
也

注
16

『
戴
恩
記
』
に
記
さ
れ
た
所
で
あ
っ
た
が
、

『
舜
旧
記
』
中
に
は
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ま
た
、
慶
長
二
年
九
月
廿
一
日
の
項
に
は
、

建
仁
寺
之
内
十
如
院
之
母
儀
へ
見
廻
罷
也
、
錫
双
肴
・
三
重
箱
ニ
フ
ノ
ヤ
キ
、
予
持
参
也
、
同
長
老
へ
油
煙
二
挺
、
音
信
申
也
、
丹
後
国
へ
下

向
、
留
守
申
置
了

と
あ
り
、
丹
後
下
向
の
こ
と
が
知
れ
る
。
こ
れ
ら
よ
り
、
雄
長
老
は
建
仁
寺
内
で
『
荘
子
』
の
講
釈
を
行
っ
て
い
る
の
で
あ
り
、
梵
舜
等
も
そ
れ

を
聴
聞
に
出
か
け
て
い
た
こ
と
が
判
る
。
ま
た
、
南
禅
寺
で
は
我
が
国
『
荘
子
』
研
究
の
嘴
矢
た
る
、
僧
惟
肖
の
『
荘
子
口
義
紗
』
も
行
わ
れ
て

い
た
と
思
わ
れ
、
当
時
の
学
僧
と
し
て
は
、
蓋
し
当
然
の
学
識
で
あ
っ
た
。

以
上
よ
り
、
『
三
体
詩
』
、
『
荘
子
』
、
『
蒙
求
』
等
は
、
雄
長
老
の
詩
作
に
当
っ
て
重
要
な
書
物
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
り
、
『
倒
病
集
』
内
に

も
こ
れ
ら
の
影
響
を
多
く
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
最
後
に
一
例
ず
つ
示
し
て
お
こ
う
（
以
下
訓
読
は
省
略
す
る
）
。

6
7
6
夏
月
光
晴
未
落
西
子
規
驚
夢
話
孤
閏
広
寒
有
ケ
木
犀
樹
夜
半
声
々
高
上
喘
月
夜
聴
鴎

0
『
三
体
詩
』
、
七
言
絶
句
「
山
中
」
（
顧
況
）
に
よ
る
。

野
人
自
愛
ス
山
中
ノ
宿
況
是
葛
洪
丹
井
ノ
西
ヲ
ヤ

庭
阿
有
〗
個
ノ
長
松
樹

一
夜
半
二
子
規
来
リ
上
盃
冗

長
松
樹
と
木
犀
樹
の
相
違
は
あ
る
が
、
末
句
を
中
心
と
す
る
景
は
同
一
で
あ
ろ
う
。
猶
、
前
述
葛
洪
の
丹
と
の
関
係
も
考
慮
し
た
。
ま
た

『
倒
病
集
』
第
60
首
．
「
月
夜
聴
隅
」
も
同
趣
で
あ
る
。

即
絃
誦
瑕
々
鴬
噂
高
儒
生
似
化
著
黄
抱
何
編
呂
望
非
熊
話
知
是
蒙
求
耶
六
餡
鴬
有
書
声

0
『
蒙
求
』
第
四
話
「
呂
望
非
熊
」
の
話
に
基
づ
く
。

「
六
餡
二
旦
‘
文
王
将
〗
田
セ
ソ
ト
史
編
布
:
凡
ノ
日
ク
田
セ
パ
於
渭
陽
ー
一
将
ー
＿
大
イ
ニ
得
＿
卜
非
ご
児
非
]
芝
非
〗
児
非
ズ
熊
二
兆

見
公
候
一
天
遺
宝
竺
師
一
以
:
今
佐
〗
冒
ヲ
施
ベ
テ
及
〗
ソ
ト
三
王
＿
＿
一
。
（
以
下
略
）
」
と
あ
る
よ
う
に
、
『
蒙
求
』
（
徐
注
本
）
は
『
六
餡
』

よ
り
、
太
公
望
（
呂
望
）
が
文
王
に
召
さ
れ
る
ま
で
を
記
す
。
末
句
は
、
そ
の
こ
と
に
則
る
が
、
前
二
句
は
、
鴬
鳥
を
儒
生
に
見
な
し
、
そ

の
鴬
轄
の
法
誦
学
業
の
様
を
記
す
。
宋
代
、
方
岳
の
『
方
秋
崖
集
』
巻
十
一
に
は
、
鳥
が
蒙
求
の
一
句
を
覚
え
て
、
呂
望
非
熊
と
囀
る
と
い
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補
注
51
に
載
せ
る
如
く
、
雄
長
老
は
艶
詩
の
方
に
も
よ
く
特
徴
が
表
れ
て
い
た
。

宛
艶
詩
等
そ
の
実
情
を
垣
間
見
る
こ
と
が
出
来
る
。
一
例
を
あ
げ
る
と
、

498
平
生
雖
不
説
吾
心
双
袖
龍
鍾
縁
思
深
毎
聴
有
涙
悩
情
先
佳
人
名
是
薙
門
琴
依
涙
顕
恋
比
什
吟
未
了

本
詩
二
句
目
は
、
や
は
り
『
三
体
詩
』
五
言
絶
句
苓
参
の
「
逢
一
＿入

3
竺
使
＿
ー
」
の
第
二
句
目
「
雙
袖
龍
鍾
涙
不
乾
」
に
よ
る
の
で
あ
る
が
、
こ

の
方
は
故
園
を
思
う
涙
に
対
し
、
『
倒
病
集
』
は
＂
縁
“
を
思
う
の
で
あ
る
。
背
て
孟
嘗
君
を
感
動
さ
せ
た
薙
門
周
の
名
琴
も
佳
人
を
偲
ば
せ
る

の
か
、
詩
題
「
依
涙
顕
恋
」
の
如
く
、
恋
心
の
発
露
で
あ
っ
た
。

そ
の
他
、
彼
の
感
懐
を
偲
ぶ
も
の
と
し
て
、
二
、
三
挙
げ
て
お
こ
う
。

努
打
ヌ
者
帰
が
帰
ヌ
者
行
キ
他
郷
故
国
苦
斯
生
盤
唯
千
里
若
レ
鮭
耳
ソ
ヤ
人
世
元
来
是
旅
程
旅
（
天
正
4
年
ご
ろ
）

391
露
宿
霜
床
一
旅
身
夢
帰
旧
里
適
逢
親
松
声
晩
入
枕
中
後
露
宿
霜
床
一
旅
身
風
破
旅
夢
官
月W
ー

（
天
正
16
年
ご
ろ
）

右
は
い
ず
れ
も
故
国
を
離
れ
、
人
世
を
旅
と
見
る
観
点
で
あ
る
。
親
に
逢
う
の
も
夢
中
と
い
う
、
旅
身
の
嘆
き
を
詠
じ
て
い
る
。

四
お
わ
り
に

『
倒
病
集
』
に
も
本
稿
で
は
触
れ
な
か
っ
た
も
の
の
、
梅
岳

注

17

う
話
が
あ
る
と
い
う
。
こ
の
他
に
「
呂
望
非
熊
」
の
話
は
度
々
使
用
さ
れ
る
。
次
に
参
考
迄
に
挙
げ
て
お
こ
う
。

（徘）

95
春
去
千
林
緑
作
堆
金
衣
雖
老
暫
緋
徊
蒼
々
夏
木
是
周
徳
呂
望
非
熊
盈
耳
哉

117
春
禽
傑
々
翁
睛
天
夢
未
熟
時
驚
執
眠
呂
望
非
熊
縦
満
耳
枕
辺
剛
迩
偲
岩
賢
代
梵
広
上
司

（熊）

490
黄
鴬
出
谷
弄
晴
晨
来
報
昇
平
楽
世
人
呂
望
非
態
為
盈
耳
武
王
天
下
洛
園
春
鴬
声
語
昇
平

注
18

『
荘
子
』
に
関
し
て
は
、
既
に
蔭
木
氏
に
よ
り
「
漆
園
書
」
を
詠
っ
た
593
、
404
首
の
詠
の
指
摘
が
あ
る
。
そ
の
他
に
、

519
常
為
風
光
依
逸
踊
群
紅
春
過
宿
紅
葵
符
堅
夢
与
荘
周
夢
奈
□

花
飛
蝶
駿
時
紅
葵
胡
蝶

0
『
荘
子
』
「
斉
物
論
」
胡
蝶
夢
に
よ
る
こ
と
明
白
で
あ
ろ
う
。
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ま
た
、
時
に
は
、
孤
独
感
が
襲
う
。

72
萬
戸
祝
春
樹
緑
陪
残
僧
独
醒
挙
茶
盃
愧
吾
門
巷
背
花
寂
去
歳
来
人
今
不
来
（
天
正
6
年
詠
）

注
19

そ
し
て
彼
自
身
は
蔭
木
氏
が
述
べ
ら
れ
た
如
く
、
病
気
が
ち
の
内
に
あ
っ
て
詩
詠
を
試
み
、
時
に
は
苦
し
み
な
が
ら
も
、
し
か
し
、
そ
の
文
事

の
世
界
に
俗
間
を
離
れ
る
の
を
楽
し
ん
だ
よ
う
だ
。

81
乳
口
絶
吟
詩
有
麗
羨
君
如
琢
又
如
磨
病
身
厭
聴
浮
世
事
猶
向
秋
風
感
慨
多
（
天
正
10
年
頃
）

此
処
の
君
と
は
古
澗
を
指
す
。
乳
口
と
は
詩
作
の
卑
下
か
。
な
お
488
首
に
は
、
「
子
時
予
臥
病
」
の
詠
と
し
て
、
「
去
来
不
想
独
逢
春
病
身

今
歳
又
成
夢
院
裏
見
花
必
別
人
」
と
、
そ
の
病
か
な
り
重
か
っ
た
こ
と
を
知
る
。
勿
論
、
こ
の
よ
う
な
中
に
あ
っ
て
も
酒
を
嗜
み
老
を
慰
む
詩

境

(474
首
）
も
見
せ
て
い
る
。

以
下
省
略
に
従
う
が
、
こ
の
様
に
『
倒
病
集
』
に
は
雄
長
老
の
人
と
な
り
や
文
事
の
様
が
多
方
面
に
亘
っ
て
知
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
ら
は

更
な
る
解
読
作
業
を
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
彼
の
全
体
像
に
近
付
く
に
は
、
歌
学
・
漠
学
・
連
歌
・
禅
学
全
般
へ
の
配
慮
が
必
要

で
あ
る
。
本
稿
は
中
で
も
近
世
初
期
の
狂
歌
咄
の
中
に
お
け
る
人
物
像
を
通
し
て
、
狂
歌
咄
の
方
法
や
そ
の
伝
承
の
様
相
に
消
目
し
た
か
っ
た
の

で
あ
る
が
材
少
な
く
充
分
に
果
せ
な
か
っ
た
。
狂
歌
咄
の
主
人
公
と
し
て
は
、
他
に
一
休
や
曽
呂
利
、
道
三
、
幽
斎
、
そ
の
他
多
く
の
中
世
の
人

物
達
が
活
躍
し
、
一
休
説
話
、
曽
呂
利
説
話
、
道
三
説
話
等
を
成
立
せ
し
め
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
い
き
な
り
成
立
し
た
も
の
で
は
な
く
、
広
く
巷

間
に
流
布
し
つ
A
醸
成
を
見
た
も
の
が
次
第
に
形
を
整
え
、
書
承
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
然
う
し
て
成
立
し
た
も
の
は
、
し
か
し
、
一
方
で
時

代
を
生
き
た
各
人
物
の
実
像
と
切
り
結
ぶ
点
が
生
じ
る
は
ず
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
時
代
に
ア
ピ
ー
ル
し
た
人
気
者
達
で
あ
っ
た
か
ら

で
あ
る
。
雄
長
老
の
場
合
、
そ
の
実
像
に
近
付
く
こ
と
は
、
前
述
の
如
く
、
多
面
的
考
察
の
必
要
上
な
か
な
か
困
難
な
こ
と
で
は
あ
る
が
、
断
片

的
な
小
考
で
も
、
そ
の
両
面
性
が
幾
分
か
で
も
知
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
彼
の
著
述
を
一
覧
す
る
と
、
五
山
と
い
う
伝
統
を
背
負
い
な
が

ら
も
一
個
の
自
由
人
と
し
て
生
き
た
観
も
強
い
の
で
あ
り
、
時
に
は
五
山
の
頗
廃
と
見
な
さ
れ
よ
う
と
も
、
己
に
忠
実
な
心
の
表
現
は
、
当
時
に

あ
っ
て
は
新
鮮
な
声
だ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
近
世
人
は
、
更
に
そ
の
在
り
様
を
心
寛
か
に
受
け
入
れ
、
狂
歌
咄
と
し
て
記
録
し
た
。
狂
歌

咄
の
原
点
を
、
時
代
と
個
性
の
両
面
に
お
い
て
更
に
深
め
ね
ば
な
ら
な
い
。
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『
近
世
初
期
文
壇
の
研
究
』
織
豊
期
第
三
章

「
狂
歌
師
雄
長
老
と
若
狭
の
五
山
禅
僧
」
（
「
禅
文
化
研
究
所
紀
要
」
第
3
号）

「
『
倒
胴
集
』
の
世
界
ー
織
豊
時
代
の
五
山
文
学
管
見
ー
」
（
「
禅
文
化
研
究
所
紀
要
」
第
11
号）

『
室
町
ご
こ
ろ
中
世
文
学
資
料
集
』
（
角
川
書
店
・
昭
和
53
年
9
月）

『
醒
睡
笑
研
究
ノ
ー
ト
』
（
笠
間
叢
書
・
昭
和
61
年
1
2
月
）

付
記
深
沢
真
二
氏
研
究
会
提
示
資
料
「
雄
長
老
出
座
の
和
漢
聯
句
一
覧
」
（
未
発
表
資
料
）
に
よ
る
と
年
月
日
不
明
な
が
ら
、
端
午
の
和

漢
百
韻
「
栄
延
有
発
句
製
五
十
句
而
不
知
懐
紙
所
在
須
探
得
於
笥
底
以
遂
其
功
者
也
」
（
叡
山
文
庫
）
に
、
栄
延
・
雄
・
元
但
・
牛
欄
・
但

阿
・
普
賀
と
同
座
し
て
い
る
。

両
足
院
蔵
本

注
6
深
沢
氏
資
料
で
も
度
々
和
漢
連
句
会
に
同
座
し
、
特
に
年
月
日
不
明
な
が
ら
「
於
寺
文
上
人
典
行
」
の
漢
和
百
韻
（
叡
山
文
庫
）
で

は
、
雄
・
文
閑
上
人
・
楚
仙
上
人
・
古
澗
・
高
倉
式
部
大
臣
・
集
雲
・
寿
忍
・
底
相
・
友
務
・
賢
好
ら
と
一
座
し
て
い
る
。

注
5
に
同
じ
。

『
西
日
本
国
語
国
文
学
会
翻
刻
双
書
』
中
村
幸
彦
氏
解
説
に
よ
る
。

注
3
に
同
じ
。

土
田
将
雄
氏
『
細
川
幽
斎
の
研
究
』
「
文
学
年
譜
」
に
よ
る
。

注
1
お
よ
び
関
山
和
夫
氏
『
安
楽
庵
策
伝
和
尚
の
生
涯
』

169
頁
な
ど
。

同
氏
著
、
注
13

注
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〈
追
記
〉
慶
応
大
学
に
は
、
墨
付
46
丁
（
内
扉
一
丁
）
、
大
本
（
た
て
221
糎
よ
こ

180
糎
）
一
冊
の
写
本
『
三
憫
詩
紗
』
が
蔵
せ
ら
れ
、
扉
に
は

「
英
甫
永
雄
手
沢
本
」
と
あ
り
、
手
付
甕
様
の
印
形
内
に
「
永
雄
」
の
印
刻
が
あ
る
。
旧
蔵
は
「
賓
玲
文
庫
」
で
、
漠
字
、
カ
タ
カ
ナ
混
じ
り
。

字
高
凹
糎
で
、
扉
題
は
「
三
鉢
詩
紗
―
―
-
」
、
表
紙
は
雨
田
文
繋
ぎ
地
に
桐
唐
草
紋
様
、
題
箔
墨
書
で
「
三
腔
詩
紗
英
雄
和
尚
三
」
と
あ
る
。
本
書
が
英

甫
自
筆
本
と
す
る
と
、
五
山
を
中
心
と
す
る
「
三
体
詩
」
の
継
承
に
重
要
な
資
料
で
あ
り
、
雄
長
老
の
『
一
＿
一
体
詩
』
へ
の
造
詣
ぶ
り
が
確
認
さ
れ

る
書
物
で
あ
る
。
詳
細
に
つ
い
て
は
後
考
を
侯
ち
た
い
。

〈
付
記
〉
本
稿
は
平
成
四
年
度
国
文
学
研
究
資
料
館
共
同
研
究
「
雄
長
老
の
学
芸
—
ー
詩
・
聯
句
・
狂
歌
・
仮
名
草
子
」
の
共
同
研
究
の
発
表
資

料
を
基
に
し
た
も
の
で
あ
り
、
両
足
院
本
『
羽
弓
集
』
写
真
を
は
じ
め
、
研
究
会
に
お
い
て
収
集
し
た
資
料
に
基
づ
い
た
こ
と
を
明
記
（
陽
明
文

庫
本
詠
百
首
狂
歌
も
同
）
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
会
員
諸
氏
か
ら
は
一
部
後
注
に
も
記
し
た
通
り
多
く
の
御
教
示
を
賜
っ
た
。
『
倒
病
集
』

の
年
次
構
成
を
は
じ
め
、
雄
長
老
出
座
聯
句
一
覧
等
、
今
後
会
員
諸
氏
に
よ
っ
て
更
に
詳
細
な
報
告
が
成
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。
こ
こ
に
会
員
諸

氏
の
氏
名
を
記
し
て
感
謝
の
微
意
を
表
す
と
共
に
、
資
料
を
提
供
下
さ
っ
た
建
仁
寺
御
住
職
伊
藤
東
慎
氏
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
る
。
（
会
員
氏

名
）
大
谷
俊
太
氏
・
堀
川
貴
司
氏
•
宮
崎
修
多
氏
・
深
沢
真
二
氏
。

19 18 17 16 15 

中
村
幸
彦
氏
編
『
未
刊
文
藝
資
料
』
第
三
期
（
古
典
文
庫
刊
）

小
高
氏
『
松
永
貞
徳
の
研
究
』
に
も
指
摘
あ
り
。

早
川
光
―
―
一
郎
氏
『
蒙
求
』
（
明
治
書
院
・
新
釈
漠
文
大
系
）
解
説
86
頁。

注
3
に
同
じ
。

注
3
に
同
じ
。
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〈
補
注
〉

雄
長
老
狂
歌
一
覧
（
あ
い
う
え
お
順
）

略
号
は
以
下
の
通
り
。
△
印
は
存
疑
歌
。
二
書
以
上
に
記
載
さ
れ
る
狂
歌
の
う
ち
歌
形
の
異
る
も
の
が
あ
る
が
、
そ
の
時
は
上
段
記
載
書
に
従
っ

た
。
本
文
は
『
狂
歌
大
観
本
』
翻
刻
に
従
っ
た
。
今
後
へ
の
た
た
き
台
と
し
て
ま
と
め
た
も
の
で
あ
り
、
御
教
示
、
御
批
正
を
願
う
と
共
に
更

に
補
正
を
加
え
て
ゆ
き
た
い
。
詠
百
↓
詠
百
首
狂
歌
（
雄
長
老
狂
歌
百
首
）
雄
狂
↓
頴
原
文
庫
蔵
雄
長
老
百
首
狂
歌
醒
睡
↓
醒
睡
笑
新

旧
↓
新
旧
狂
歌
誹
諧
聞
書
古
今
↓
古
今
夷
曲
集
後
撰
↓
後
撰
夷
曲
集
銀
築
↓
銀
葉
夷
歌
集
乗
合
↓
狂
歌
乗
合
船
続
家
↓
続
家
つ
と

狂
五
十
↓
狂
歌
五
十
人
一
首
古
今
狂
↓
古
今
狂
歌
仙
寒
川
↓
寒
川
入
道
筆
記

[
あ
行
]

1
赤
鰯
さ
ひ
刀
に
は
に
た
れ
と
も
き
れ
も
の
と
て
や
高
く
う
る
ら
ん
（
銀
葉
）

2
秋
の
日
の
短
き
も
の
を
長
月
と
い
ふ
も
つ
こ
も
り
て
み
ゆ
る
大
小
（
詠
百
）

3
朝
霧
の
き
り
の
籠
の
か
き
の
も
と
を
と
を
り
行
人
ま
る
ぬ
れ
に
し
て
（
詠
百
・
古
今
）

4
あ
ひ
み
て
の
後
の
心
に
く
ら
ふ
れ
は
昔
は
顔
も
や
せ
ぬ
恋
哉
（
詠
百
）

5
雨
い
た
く
も
る
や
関
屋
の
や
ね
ふ
き
の
ふ
き
草
に
と
て
か
る
か
や
の
露
（
詠
百
）

6
家
々
の
軒
に
蚊
鑓
を
た
て
な
ら
へ
天
く
ら
ふ
な
る
夕
煙
か
な
（
詠
百
・
後
撰
）

7
い
く
た
う
し
い
れ
と
な
を
ら
ぬ
ひ
ん
ほ
う
は
や
ま
ひ
か
う
ち
の
い
ち
の
ひ
へ
か
の
（
雄
狂
）

8
偽
の
あ
る
世
な
り
け
り
神
無
月
ひ
ん
ほ
う
神
は
身
を
も
は
な
れ
ぬ
（
詠
百
）

9
今
が
は
で
く
A
り
た
て
た
る
す
る
か
鞠
松
の
下
ち
か
く
よ
り
て
け
ら
れ
な
（
醒
睡
）

10
売
に
く
る
程
を
し
と
へ
は
我
園
の
う
く
ひ
す
な
と
て
ね
こ
そ
高
け
れ
（
醒
睡
．
詠
百
）

11
餌
さ
し
め
か
ち
ゃ
く
と
さ
す
へ
き
さ
ほ
の
川
無
用
心
に
も
な
く
千
鳥
哉
（
詠
百
・
古
今
）
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1
2
お
う
ち
う
は
ひ
う
は
ひ
お
う
ち
こ
と
／
＼
く
し
な
す
に
居
て
は
何
を
く
は
せ
ん
（
詠
百
・
古
今
）

1
3
王
ゆ
へ
に
歩
を
も
馬
を
も
た
て
を
き
て
か
く
き
や
う
の
外
に
つ
か
ふ
金
銀
（
醒
睡
）

1
4
大
な
る
柿
う
ち
は
か
な
二
三
ほ
ん
ひ
ん
ほ
う
神
を
あ
ふ
き
い
な
せ
ん
（
醒
睡
．
詠
百
）

1
5
大
か
き
の
陣
の
は
り
や
う
へ
た
け
に
て
は
や
ま
く
れ
た
る
し
ぶ
の
せ
う
か
な
（
醒
睡
）

1
6
大
空
に
は
A
か
る
餅
を
き
り
置
て
霰
と
な
し
て
冬
や
ま
く
ら
ん
（
後
撰
．
詠
百
）

1
7
荻
あ
め
る
戸
た
A
く
風
や
秋
の
く
る
お
さ
き
は
し
り
の
案
内
の
こ
ゑ
（
詠
百
）

1
8
鬼
は
う
ち
福
を
は
外
へ
出
す
と
も
年
ひ
と
つ
つ
A
よ
ら
せ
す
も
か
な
（
詠
百
．
醒
睡
・
古
今
）

ぶ
行
]

1
9
か
き
み
す
は
散
を
花
と
そ
な
か
め
ま
し
つ
め
た
し
と
て
も
雪
と
み
ま
し
や
（
詠
百
）

2
0
金
ひ
ろ
ふ
夢
は
ゆ
め
に
て
夢
の
内
に
は
こ
す
る
と
み
し
夢
は
ま
さ
夢
（
詠
百
）

2
1
か
へ
ぬ
り
の
つ
れ
な
く
み
え
し
若
衆
よ
り
あ
か
っ
ち
は
か
り
う
き
物
は
な
し
（
雄
狂
）

2
2
狩
人
の
う
そ
吹
山
や
鹿
の
角
を
さ
し
て
飛
行
は
ち
月
の
空
（
詠
百
）

2
3
川
上
に
山
吹
そ
む
る
＜
ち
な
し
か
ま
つ
黄
な
し
る
か
井
出
の
玉
水
（
詠
百
）

24
顔
淵
に
へ
う
た
ん
を
こ
そ
か
り
つ
ら
め
海
に
う
か
は
ん
と
お
も
ふ
孔
子
は
（
詠
百
・
古
今
）

25
聞
た
事
い
は
て
こ
ら
へ
ぬ
む
く
ひ
に
や
し
の
ふ
る
中
の
名
に
も
た
ち
け
ん
（
詠
百
）

26
灸
す
へ
て
ふ
し
に
け
ふ
り
は
た
や
さ
ね
と
な
を
ち
か
／
＼
＇
と
足
引
の
山
（
詠
百
．
醒
睡
）

2
7
祈
蕎
し
て
正
五
九
月
に
と
る
ふ
せ
を
杉
の
ほ
う
に
て
に
な
ふ
き
や
う
か
な
（
雄
狂
）

28
君
に
か
A
る
お
つ
ほ
ね
迄
も
威
勢
す
る
御
代
に
近
江
の
瀬
田
の
な
か
は
し
（
詠
百
）

29
君
か
か
ほ
千
世
に
一
た
ひ
あ
ら
ふ
ら
し
よ
こ
れ
／
＼
て
苔
の
む
す
ま
て
（
詠
百
）
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30
金
銀
を
つ
か
ひ
い
れ
た
る
馬
そ
ろ
へ
し
や
う
き
に
に
た
る
王
の
見
物
（
雄
狂
）

31
禁
庭
の
花
さ
へ
木
さ
へ
見
え
ね
と
も
風
か
ほ
り
く
る
た
ち
は
な
か
つ
し
（
詠
百
・
古
今
）

32
草
枕
飯
を
は
も
た
て
椎
の
葉
を
す
く
ひ
も
の
に
そ
し
た
る
麦
の
粉
（
詠
百
・
古
今
）

3
3呉
竹
の
ふ
し
見
に
は
あ
ら
て
は
る
／
＼
＇
と
京
ま
て
切
に
の
ほ
り
悼
か
な
（
醒
睡
•
新
旧
・
古
今
）

34
毛
の
色
を
物
に
た
と
へ
は
春
胡
麻
の
あ
ふ
ら
つ
ほ
か
ら
引
た
い
た
こ
と
（
詠
百
・
銀
薬
）

35
け
ふ
か
ま
は
こ
ほ
る
雪
と
そ
く
た
け
ま
し
き
え
す
は
あ
り
共
餅
と
み
ま
し
や
（
詠
百
）

36
け
ふ
た
て
A

へ
い
下
地
か
く
み
ろ
く
堂
そ
の
あ
か
っ
ち
を
待
と
み
え
け
り
（
詠
百
・
銀
葉
）

37
け
ふ
の
み
か
毎
夜
蚊
帳
の
出
入
に
夏
は
ら
ひ
せ
ぬ
家
々
も
な
し
（
詠
百
）

38
検
地
以
後
物
を
も
く
は
て
田
を
つ
く
る
苗
代
餓
鬼
と
人
や
見
る
ら
ん
（
詠
百
）

39
恋
故
に
飯
は
え
く
は
て
わ
り
か
ゆ
の
お
も
ひ
う
ち
に
あ
れ
は
色
や
わ
る
け
ん
（
詠
百
）

40
こ
し
は
り
て
さ
ゆ
る
夜
し
る
き
鉄
抱
の
ゑ
ん
せ
う
の
こ
と
く
霜
や
を
く
ら
ん
（
詠
百
）

41
小
し
A
よ
り
来
る
と
は
い
は
し
か
り
た
か
に
な
く
な
る
こ
ゑ
は
ふ
と
／
＼
と
し
て
（
詠
百
）

42
御
親
父
の
貧
乏
の
神
を
や
き
は
ら
ひ
惣
吉
事
に
や
な
ら
ん
と
す
ら
ん
（
醒
睡
）

43
御
前
て
は
ち
ゃ
く
と
歌
よ
む
つ
ほ
な
れ
は
口
を
は
ら
れ
て
物
も
え
い
は
す
（
醒
睡
）

44
碁
盤
ま
て
本
因
坊
が
能
を
見
は
目
は
白
黒
く
な
り
ぬ
へ
き
か
な
（
醒
睡
）

言
行
]

45
さ
く
ら
咲
と
を
山
ま
て
の
花
見
に
は
な
か
（
し
く
そ
も
て
る
中
食
（
詠
百
．
醒
睡
）

46
桜
に
は
あ
ら
ぬ
春
辺
を
こ
き
ま
せ
て
枝
を
た
れ
た
る
は
こ
柳
か
な
（
詠
百
・
古
今
）

47
さ
し
さ
ま
に
軒
の
を
そ
ひ
の
石
に
あ
て
A
菖
蒲
刀
の
は
は
お
れ
に
け
り
（
詠
百
・
後
撰
）
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48
さ
み
た
れ
に
か
ひ
て
な
り
共
所
々
は
げ
の
ひ
た
い
に
毛
か
は
へ
よ
か
し
（
詠
百
）

49
さ
を
と
め
に
も
ま
れ
て
し
は
し
お
へ
つ
か
ぬ
け
ふ
の
早
苗
そ
な
え
て
見
え
ぬ
る
（
詠
百
）

50
死
ぬ
る
と
て
て
こ
せ
ぬ
こ
と
を
し
た
い
た
は
そ
も
た
れ
人
の
所
行
無
常
そ
（
詠
百
・
古
今
）

51
し
は
ら
く
は
む
な
さ
は
き
し
て
し
は
／
＼
と
ふ
る
ひ
こ
ゑ
な
る
新
枕
哉
（
詠
百
・
古
今
）

52
修
行
と
て
水
に
腰
よ
り
し
も
つ
け
の
な
す
野
の
は
ら
は
い
か
に
く
た
ら
ん
（
醒
睡
）

53
し
う
と
の
A
秘
蔵
の
梅
を
か
い
た
ら
は
す
は
ゐ
の
さ
き
て
は
な
や
つ
く
へ
き
（
詠
百
・
古
今
）

54
し
う
の
た
め
引
の
ほ
れ
と
も
気
に
あ
は
て
つ
か
ひ
か
く
ひ
を
き
り
原
の
こ
ま
（
詠
百
）

55
朱
を
ま
せ
て
漆
ぬ
る
て
の
も
み
ち
は
も
ま
つ
あ
き
風
に
ま
け
て
ち
る
ら
ん
（
詠
百
．
醒
睡
・
古
今
）

56
風
ほ
と
世
に
へ
つ
ら
は
ぬ
も
の
は
な
し
む
さ
き
人
に
は
殊
に
近
づ
く
（
古
今
）

57
数
寄
屋
あ
ら
ぬ
お
茶
や
む
か
し
の
お
茶
な
ら
ぬ
我
身
ひ
と
り
は
う
す
の
み
に
し
て
（
醒
睡
）

58
巣
を
は
跡
に
残
し
出
た
る
谷
川
の
魚
に
は
け
つ
A
う
＜
ひ
な
く
な
り
（
詠
百
）

59
西
浄
の
し
り
か
さ
ち
か
く
来
る
ほ
た
る
是
や
高
野
の
飛
火
な
る
ら
ん
（
詠
百
）

60
摂
家
ま
て
供
奉
す
る
君
か
御
狩
場
に
す
へ
て
出
た
る
鷹
司
と
の
（
詠
百
・
古
今
）

61
泉
水
の
立
石
こ
ろ
ひ
鳥
の
名
の
を
し
に
う
た
れ
て
し
ぬ
る
あ
は
れ
さ
（
詠
百
・
後
撰
）

62
そ
り
落
し
か
し
ら
風
は
な
き
と
て
も
朦
よ
り
下
は
い
か
に
お
比
丘
尼
（
古
今
）

[
た
行
]

63
竹
の
子
を
ぬ
す
ま
れ
し
と
て
す
る
警
固
藪
か
ら
棒
を
つ
き
た
い
て
も
て
（
詠
百
）

64
立
別
い
な
は
い
ね
と
や
思
ふ
ら
ん
い
ま
か
へ
れ
共
い
ふ
人
の
な
き
（
詠
百
）

65
田
の
は
た
に
家
は
作
ら
し
度
々
の
検
地
の
衆
の
宿
に
か
ら
る
A

（
詠
百
）
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66
旅
人
と
又
た
ひ
人
と
行
あ
ひ
て
道
の
は
た
に
て
恋
も
す
る
哉
（
詠
百
）

67
月
出
る
そ
の
方
角
も
卯
の
花
の
ひ
か
し
し
ら
み
に
夜
は
明
に
け
り
（
詠
百
）

68
つ
ほ
の
う
ち
に
つ
く
り
を
き
た
る
菊
の
酒
口
を
ひ
ら
け
は
花
の
香
そ
す
る
（
詠
百
・
古
今
狂
）

69
つ
み
を
き
る
弥
陀
の
つ
る
き
や
是
な
ら
ん
粟
田
口
よ
り
出
る
よ
し
み
つ
（
寒
川
）

70
露
は
袖
に
い
も
の
葉
ひ
け
は
さ
そ
な
を
く
か
な
ら
す
汁
に
し
た
る
な
ら
ね
と
（
詠
百
）

71
△
と
き
／
＼
は
よ
そ
へ
も
お
し
や
れ
ひ
ん
ほ
神
い
ち
こ
の
う
ち
と
や
く
そ
く
は
せ
す
（
雄
狂
）

7
2
所
か
ら
そ
の
頼
政
か
ゆ
う
れ
い
も
あ
ら
は
れ
出
る
宇
治
の
網
代
木
（
詠
百
）

[
な
行
]

73
な
か
／
＼
と
し
や
つ
き
と
し
た
る
鑽
を
な
と
ち
ん
ち
り
り
ん
と
ひ
ね
る
松
む
し
（
詠
百
）

74
夏
の
夜
の
ふ
す
か
と
す
れ
は
へ
と
A
き
す
ひ
る
一
声
に
あ
く
る
し
の
A
め
（
詠
百
）

75
難
波
人
よ
し
や
と
も
い
へ
我
目
に
は
神
も
照
覧
伊
勢
の
浜
荻
（
詠
百
・
後
撰
．
続
家
）

76
な
ま
め
き
て
男
山
に
し
立
ぬ
る
を
み
な
へ
し
つ
く
る
秋
の
夕
風
（
詠
百
）

77
南
無
阿
弥
陀
四
十
八
ま
て
な
か
ら
へ
て
今
そ
お
も
む
く
し
て
の
山
中
（
醒
睡
）

78
奈
良
油
煙
初
瀬
出
さ
ま
に
お
と
し
つ
A
小
野
炭
に
て
や
手
な
ら
ひ
の
君
（
詠
百
・
古
今
）

79
ぬ
ひ
め
付
に
雲
ゐ
の
雁
を
そ
め
た
る
は
た
か
か
た
き
ぬ
の
も
ち
の
関
守
（
詠
百
・
古
今
）

80
ね
ら
ひ
よ
り
て
す
つ
と
は
つ
さ
は
面
目
を
灰
に
ま
ふ
し
の
射
手
と
こ
そ
い
は
め
（
詠
百
）

81
乗
あ
り
＜
芦
の
葉
風
に
達
磨
方
下
焦
ひ
し
て
や
冬
は
き
に
け
ん
（
詠
百
・
後
撰
）

82
の
り
く
ら
の
ま
へ
に
あ
ま
れ
る
大
へ
の
こ
金
福
輪
と
こ
れ
や
い
ふ
ら
ん
（
醒
睡
）

83
法
の
庭
に
た
ん
な
た
て
な
る
か
ほ
A
し
て
っ
ち
か
た
め
を
や
ひ
か
ら
か
す
ら
む
（
雄
狂
）
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石
行
]

84
灰
の
中
に
物
の
ふ
す
ほ
る
う
つ
み
火
は
も
ち
を
や
く
か
と
ゆ
か
し
く
そ
み
る
（
詠
百
）

85
蓮
に
の
る
た
く
ひ
は
異
香
く
ん
す
也
花
に
は
仏
葉
に
は
さ
し
鯖
（
詠
百
）

86
橋
た
て
の
ま
つ
の
ふ
く
り
も
入
海
の
浪
も
て
ぬ
ら
す
文
殊
尻
哉
（
詠
百
．
醒
睡
・
古
今
）

87
花
の
露
も
ひ
か
け
う
つ
れ
は
ひ
る
に
し
ほ
ひ
る
は
し
ほ
／
＼
と
な
れ
る
あ
さ
か
ほ
（
詠
百
）

88
花
見
す
る
供
衆
の
は
な
す
鉄
抱
に
あ
た
ら
し
と
て
や
か
へ
る
か
り
か
ね
（
詠
百
）

89
春
毎
に
去
年
よ
り
物
の
見
え
ぬ
目
は
空
に
し
ら
れ
ぬ
霞
な
り
け
り
（
詠
百
）

90
春
雨
の
風
に
し
た
か
ふ
か
い
た
う
は
し
る
く
な
れ
と
も
は
や
か
は
き
け
り
（
詠
百
・
醒
睡
・
古
今
）

91
春
の
く
る
し
る
し
を
見
せ
て
神
垣
や
三
輪
の
杉
針
立
か
す
み
か
な
（
詠
百
・
乗
合
）

92
春
の
日
の
光
に
雪
や
消
る
と
て
家
々
の
せ
と
に
あ
た
ま
ほ
す
み
ゆ
（
詠
百
）

93
春
の
日
は
長
鑓
な
れ
と
さ
A

の
は
の
一
夜
は
か
り
に
な
れ
る
石
つ
き
（
詠
百
・
醒
睡
・
古
今
）

94
備
中
鍛
冶
は
む
ね
作
り
に
う
つ
刀
是
や
二
葉
の
あ
ふ
ひ
な
る
ら
ん
（
詠
百
）

95
人
は
み
な
萩
を
秋
と
い
ふ
い
な
我
は
米
の
出
く
る
を
秋
と
や
い
は
ん
（
詠
百
）

96
ひ
と
よ
に
て
あ
か
れ
し
事
は
そ
ひ
ふ
し
に
ゑ
り
の
う
す
さ
や
さ
く
ら
れ
に
け
ん
（
詠
百
）

97
百
姓
の
う
す
A
る
こ
ろ
の
き
ぬ
た
に
は
っ
ち
打
賃
に
ぬ
か
や
く
れ
な
ん
（
詠
百
）

98
△
ひ
む
ほ
う
の
か
み
と
契
し
と
く
は
た
A
よ
そ
へ
ゆ
け
と
も
ぢ
や
う
も
お
ろ
さ
す
（
雄
狂
）

99
△
ひ
む

0
の
神
と
て
さ
ら
に
に
く
か
ら
す
こ
の
と
し
ま
て
の
な
し
み
と
お
も
へ
は
（
雄
狂
）

100
△
ひ
む
ほ
う
の
神
も
い
つ
も
へ
ゆ
く
な
ら
は
十
月
は
か
り
お
も
ひ
い
て
を
せ
ん
（
雄
狂
）

101
貧
報
の
神
も
出
雲
へ
行
な
ら
は
十
月
こ
と
に
我
は
福
人
（
古
今
）
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102
△
ひ
ん
ほ
う
の
神
を
い
れ
し
と
戸
を
た
て
A
よ
く
／
＼
み
れ
は
我
身
な
り
け
り
（
雄
狂
）

103
ひ
ん
ほ
う
は
か
た
に
つ
き
た
る
片
思
ひ
お
も
ひ
も
つ
か
ぬ
人
は
こ
と
は
り
（
詠
百
）

104
△
ひ
む
ほ
う
は
と
な
り
に
あ
る
も
む
つ
か
し
や
な
に
か
せ
か
か
せ
さ
て
は
も
し
か
せ
（
雄
狂
）

105
△
ひ
ん
ほ
う
も
う
ち
は
に
き
め
く
物
な
れ
や
物
こ
ひ
つ
か
ひ
庭
に
な
み
ゐ

□

（
雄
狂
）

106
ふ
ち
は
か
ま
も
A
た
ち
活
を
取
も
せ
て
す
そ
野
を
く
た
り
露
に
ぬ
れ
つ
A

（
詠
百
・
古
今
）

107
ニ
日
酔
起
も
あ
か
ら
す
ふ
し
み
山
衣
う
つ
也
か
し
ら
う
つ
な
り
（
後
撰
）

108
法
師
こ
そ
な
か
れ
来
に
け
れ
其
主
や
し
つ
み
て
し
ぬ
る
こ
の
桂
川
（
詠
百
）

109
坊
主
た
ち
紫
野
雪
し
め
野
ゆ
き
れ
ん
た
い
野
に
て
経
を
こ
そ
よ
め
（
詠
百
）

110
盆
ま
た
て
聖
霊
ま
つ
る
棚
は
た
に
む
く
る
時
衆
の
尼
の
川
水
（
詠
百
・
古
今
）

[
ま
行
]

111
ま
と
ひ
つ
A
藤
に
し
た
A
か
し
め
ら
れ
て
な
ん
き
さ
う
な
る
ま
つ
ふ
く
り
哉
（
詠
百
・
古
今
）

112
ま
ね
き
よ
せ
て
は
か
さ
ん
と
て
や
秋
の
A
に
ふ
れ
る
狐
の
尾
花
な
る
ら
ん
（
詠
百
・
古
今
）

113
ま
る
か
り
し
な
り
も
か
く
る
や
天
人
の
夜
こ
と
に
か
ふ
る
餅
月
の
く
は
し
（
詠
百
．
醒
睡
）

114
み
こ
た
ち
の
神
楽
に
け
は
ふ
崖
の
土
更
に
お
も
て
は
し
ろ
／
＼
＇
と
し
て
（
詠
百
・
狂
五
十
）

115
水
う
み
の
上
こ
と
／
＼
く
は
り
に
け
り
是
や
近
江
の
二
十
四
氷
（
詠
百
）

116
水
て
と
く
に
か
は
の
あ
や
め
か
き
つ
は
た
に
た
り
や
に
た
り
と
に
た
め
き
に
け
り
（
詠
百
．
醒
睡
・
古
今
）

117
め
を
と
中
に
た
A

二
つ
も
つ
衣
を
は
か
へ
あ
ひ
て
け
ふ
の
は
つ
や
あ
は
せ
ん
（
詠
百
・
古
今
）
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118
薬
師
堂
の
庭
に
咲
た
る
花
の
色
は
ま
こ
と
も
る
り
の
つ
ほ
す
み
れ
哉
（
詠
百
）

119
や
け
つ
ら
の
こ
り
ぬ
た
く
ひ
か
灰
に
な
る
山
の
あ
た
ま
に
も
ゆ
る
わ
ら
ひ
は
（
詠
百
）

120
や
ふ
れ
し
な
理
に
く
ら
か
ら
ぬ
君
か
代
は
天
下
泰
平
国
土
あ
ん
と
む
（
詠
百
）

121
病
つ
き
て
野
辺
に
初
寝
を
せ
し
春
は
小
ま
つ
は
ひ
か
て
風
や
ひ
き
け
ん
（
詠
百
）

122
や
よ
時
雨
小
猿
の
尻
の
な
か
り
せ
は
木
の
葉
の
後
に
何
を
そ
め
ま
し
（
詠
百
）

123
よ
ふ
こ
と
り
よ
ふ
な
も
あ
れ
は
と
り
と
め
て
ち
A
を
の
ま
す
る
御
乳
こ
ち
の
山
（
詠
百
）

124
△
よ
も
す
か
ら
お
も
か
け
み
せ
て
く
も
り
し
は
月
も
お
も
ひ
の
ほ
と
や
し
り
け
む
（
雄
狂
）

125
世
を
は
な
れ
か
A
る
さ
ひ
し
き
め
に
あ
ふ
を
山
入
っ
た
と
や
人
の
い
ふ
ら
む
（
詠
百
・
古
今
）

126
よ
る
こ
と
に
式
部
か
そ
A
や
洗
ら
し
む
す
ふ
い
つ
み
の
水
の
く
さ
A
は
（
詠
百
）

[
わ
行
]

127
我
恋
は
拍
子
も
き
か
ぬ
へ
た
っ
A
み
あ
ふ
事
な
し
に
あ
ち
の
わ
る
さ
よ
（
詠
百
・
古
今
）

128
和
歌
の
浦
や
塩
千
の
跡
に
さ
す
な
は
の
あ
し
に
か
A
り
て
た
つ
し
め
こ
ろ
す
（
詠
百
）

129
わ
つ
ら
ひ
は
玄
旨
と
な
を
る
幽
斎
の
な
を
も
こ
A
ろ
は
長
岡
の
き
や
う
（
雄
狂
）

130
別
路
の
か
た
み
の
風
と
る
た
ひ
に
我
恋
こ
ろ
も
う
ら
み
／
＼
＇
て
（
詠
百
）

131
我
に
恋
を
さ
す
る
も
う
る
さ
あ
ま
の
さ
か
ほ
こ
し
う
も
な
い
事
を
し
た
い
て
（
詠
百
）
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